
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 

デ

ー

タ

分

析

表 

 

総

合

評

価 

 今年度はアトリエへの学びの機会を沢山設けることができ、日々の振り返りが

充実していたことで、職員各々が、自身の教育・保育に対して探求心を持って取

り組むことができていたように感じている。展示会等の機会を通して保護者の方

が沢山のフィードバックをくださることも、子どもたちの向上心に繋がったり保

育者の励みとなったりといい循環が見られ、引き続きのコロナ禍ではあったが、

様々な面で温かさを感じることができた。今後も、保護者の方々や地域の方のお

力添えもいただきながら、様々な形で、子どもを真ん中にした対話の機会を設け

ていくことができるよう、模索していきたい。 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

子ども・高齢者・障

害者との「信任」の

構築〔虐待を発生さ

せない体制づくり〕 

 

委員会と協働し、養護面について振り返りを行う機会を作る

と同時に、その中で自身の成長に気付き、自信を持って適切な

支援ができるようにしていく（年 2 回） 

子ども・高齢者・障

害者との「信任」の

構築〔災害対策〕 

 

 委員参画の下、非常災害計画、BCP に沿った訓練内容を練り

直し実施していく（年 12 回） 

地域との「信認」の

構築〔地域における

福祉文化の醸成〕 

 現場職員が主体となり地域との関係性を紡いでいくと共に、

ボランティアで参画いただいている方に向けて交流会を実施す

る（年 1 回） 

 

 


